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文  責 ： 校 長  感 王 寺  等 
生徒会バレンタイン大作戦 
 明日はバレンタインデーとな

りますが、生徒会のチョコっと

レイトカード作戦が展開中で

す。自主登校時間の８：０５前

のチョコっと（少し）レイト

（遅れる）の生徒の皆さんへ、

チョコレートの絵の描かれた「チョコっとレイトカー

ド」を配ることで、もう少し早く登校しましょうと呼

びかけ、時間に対する意識を高めることがねらいで

す。今月の一事徹底が、「時間前行動の徹底」ですの

で、タイムリーな活動です。また、ネーミングのセン

スが素晴らしい、子どもたちの感性の豊かさに驚かさ

れます。先週の作戦初日は60名程度が対象者でした

が、現在は40名程度まで減りました。でも、チョコ

っとレイトカードをもらう生徒は毎日同じ生徒のよう

でもあります。 

国道３号線の267交差点での立哨指導を 8時過ぎに

終えて学校に帰る道、2台ほど私の横を猛スピードで

走りぬける自転車通学生がいます。あいさつもせず通

り過ぎますから、後ろから来ると分からずにヒヤッと

します。もし、お年寄りの横を同じように走っている

のであれば、お年寄りがよろけた時にぶつかったら大

事故になると思うとゾッとします。電動キックボード

が後ろから歩行者を跳ね飛ばし、大きな事故になった

事例と同様です。歩行者の横を通り過ぎる時は、スピ

ードを落とすことが原則です。道路交通法では、自転

車が歩道を走る際には、歩行者を優先しなければなら

ないからです。交通事故はゆとりのない中で起こりが

ちです。徒歩通学生も走って間に合えばよしと思わ

ず、自主登校時刻に余裕で間に合うように家を出るた

めに、起床する時刻から調整しましょう。命に係わる

事故を起こしてから後悔しても、取り返しはつかない

のですから。 

 なお、バレンタインのチョコレートの校内への持ち

込みは、不要物扱いとなりますので、当然禁止です。 

【2月13日現在の0運動継続学級数】 
１年２学級  ２年３学級  ３年５学級 

※ 今週で3学期も折り返し、後半戦も頑張ろう！ 

登下校のルール・マナーについて 
 令和5年度の締めくくりを迎える時期に、再度登下

校のマナーを確認しなければならないことは残念です

が、最近、歩道いっぱいに広がって歩いたり、並進の

自転車や、ヘルメットのあごヒモが緩い生徒を見かけ

たりします。再三指導してきましたが、毎日通う通学

路は、北中生だけのものではありません。何も悪いこ

とはしなくとも、道いっぱいに広がって歩いてこられ

たら、人は不安を感じるものです。自転車通学生のた

めに、道路側を開けるように指導していますが、自転

車通学生のためだけではなく、広く一般に方々に対し

ての配慮でもあります。 

 自転車通学の並進はマナー違反だけではなく、本校

の自転車通学規則の違反でもあります。自転車通学規

則を守ることを条件に自転車通学を許可されているわ

けですから、違反が続けば自転車通学の許可を取り消

さなければなりせん。 

 右Ａ図は、完璧な並進です。

おしゃべりしながら、この状態

で走る生徒を見かけます。図Ｂ

も並進とみなします。歩道を 2

列で塞ぐことに関して、Ａと変

わらないからです。正しい1列

は、図Ｃの状態です。他に人が

いてもいなくても、この状態で

登下校します。ただし、信号で

止まる際には、ＣからＢやＡに

なって止まることは仕方がありませ

んので例外としますが、信号を渡っ

てからは速やかにＣの状態に戻るよ

うにしてください。 

 今週は試験期間中で部活動があり

ませんので、一斉に下校することに

なります。職員による下校指導も実

施しますが、誰かが見ていなくと

も、規則やマナーを守ることができる大人に成長す

るために、一人一人が自覚をもって行動してほしい

ものです。自転車の並進等が見られた際には、一定

期間通学停止としますので、ご理解ください。 

明日から学年末テスト！1 年間の締めくくり。 
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小中一貫教育研究公開 
 先週の７日(水)、市内の小中学校の先生方 150名の参

加の下、川内北中校区小中一貫教育研究公開を実施しま

した。これまでの研究公開は、中学校に中学校区内の小

学校の児童や先生方が

集合し、実施する形式

でしたが、今回はコロ

ナ禍でのリモートでの

やり取りを重ねたこと

から、各小中学校をリ

モートでつなぐ分散会

場の形式で実施しまし

た。そのことで、バス

移動の経費削減や会場

準備等の労力軽減もで

きたと思います。 

 当日は、全体会で岩

倉教諭からこれまでの

本中学校区での取組に

ついて発表した後、本

校では 1年 3組の理科

(山中教諭)、1年 2組

の英語(新原教諭)、2

年 1組の家庭(星川教

諭)の研究授業を公開

し、教科ごとの分科会

で授業研究を行いまし

た。また、亀山小の 5

年 2組の体育の授業に

はＴ２として山内教諭

も参加しました。分科

会後の全体会では、中

津学校教育課長より、

現在本中学校区で取り

組んでいる国立教育政

策研究所の「子どもの

発達を支える調査研究

事業」を小中一貫教育

に合致させ、効果的に取り組めていることを評価いただ

き、授業の振返りで取り組んでいる「わがとも」の

「と」である友だちとの関わりの中で学びが深まること

の大切さをご指導いただきました。本校においても今回

の研究公開をゴールではなく通過点として捉え、子ども

達の成長を願い、これからも努力して参ります。 

ヤングケアラーとは 
9日(金)の全校朝会では、市社会福祉課の中島さん

から、ヤングケアラーに関する講話をいただきまし

た。今回の講話は、昨年度の本市のヤングケアラーに

関する実態調査を受け、今年度本市の全小中学校で実

施されたものです。本市ではヤングケアラーの相談窓

口も設置しておりますので、必要な家庭は今回配布し

たチラシをご活用ください。互助の精神が大切ですか

ら、一人で悩まず公の力を頼りましょう。 

2年 元気塾 
10日(土)、鹿児島ユナイ

テッド応援サポーターの田

上裕さんを講師にお招き

し、2年生の元気塾を実施し

ました。14歳の春である立

志を迎えた2年生が、将来

に向けて夢や目標を持って

ほしいとの願いを込めて例

年実施している講演会です。今回は講話の最初に元Ｊ

リーガーである田上さんのオーバーヘッドキックの妙

技も披露していただき、開始早々盛り上がりました。

最近、ＴＶ番組(ＫＹＴかごしま情報市場)やＣＭでも

活躍中の講師の熱い思いのこもった話は、きっと 2年

生の心に響くものがあったと思います。今回の講話を

聴いて来年度に向け、最上級生としての自覚が高まる

ことも期待します。 

お礼の言葉では代表の中宅間君の掛け声で、2年生

全員で「Ｊ２昇格おめでとうございます」のメッセー

ジを伝えました。講師も大変感激され、講演後校長室

で、「いい生徒さんたちですね。学校の雰囲気がいい

と感じます」と話してくださいました。間もなく開幕

するサッカーも応援したいですね。 

 

我が家の一家庭一家訓は生かされていますか 


